








































Examination of Continuance Factor to the Large-Citizen Marathon Race






















































































































































































































種目名 定員 申込数 出走者数 完走者数 完走率
マラソン男子
12,000
9,493 8,516 8,311 97.6％
マラソン女子 2,580 2,281 2,168 95.0％
合計 12,073 10,707 10,479 97.1％
5㎞男子
1,000
478 384 383 99.7％
5㎞女子 481 405 402 99.3％




174 140 131 93.6％
3㎞女子 202 162 116 71.6％




72 65 65 100.0％
2㎞小学1・2年女子 53 43 42 97.7％
2㎞小学3・4年男子 97 91 89 97.8％
2㎞小学3・4年女子 67 62 61 98.4％
2㎞小学5・6年男子 84 74 74 100.0％
2㎞小学5・6年女子 76 65 64 98.5％
合計 449 400 395 98.8％
車いす（10㎞）男子
30
11 9 9 100.0％
車いす（10㎞）女子 1 1 1 100.0％
合計 12 10 10 100.0％
総合計 14,030 13,869 12.298 11,916 96.9％
出典：『富山マラソン 2015報告書』14）より抜粋・筆者による一部改編
表2 申込者数（居住地別）
男子 女子 合計 割合（全体）
富山県内 5,059 1,823 6,882 49.6％
富山県外（国外） 5,352 1,635 6,987 50.4％


















































































































非常に不満 1.2 0.3 0.9 2.1
不満 0.7 0.3 1.9 0.8
やや不満 1.7 2.7 1.9 1.0
どちらともいえない 1.7 1.3 2.8 1.6
やや満足 11.2 13.4 15.9 8.1
満足 36.5 33.9 43.0 37.3






全くそう思わない 0.6 0.7 0.9 0.5
思わない 1.0 1.0 0.9 0.8
あまり思わない 1.7 0.7 0.9 2.9
どちらともいえない 10.9 8.1 12.1 12.9
ややそう思う 8.5 6.4 10.3 9.4
そう思う 23.3 18.8 27.1 26.0































大規模な大会だから 4.19（1.13） 4.00（1.33） 3.44（1.33） 31.83 *** 3市,3市以外>県外
大会運営・サービスに期待ができるから 3.38（1.22） 3.38（1.25） 3.44（1.17） 0.23
同様の大会（市民マラソン）に参加しているから 3.27（1.58） 3.19（1.46） 3.57（1.33） 5.10 ** 県外>3市,3市以外
会場までのアクセスが良いから 3.41（1.47） 3.19（1.44） 3.14（1.28） 3.34 * 3市,3市以外>県外
富山県で開催されるから 4.87（0.41） 4.81（0.51） 4.31（1.03） 45.56 *** 3市,3市以外>県外
コース内地域（富山市，射水市，高岡市）に興味があるから 3.65（1.35） 3.56（1.35） 3.83（1.17） 2.79
家族がマラソンに出場するから 1.95（1.54） 1.91（1.45） 1.69（1.34） 2.91
友人・知人がマラソンに出場するから 3.13（1.69） 2.74（1.70） 2.48（1.70） 12.43 *** 3市>県外
学校や職場の仲間にすすめられたから 1.85（1.35） 1.93（1.41） 1.62（1.24） 3.78
コース設定が良いから 3.34（1.37） 3.40（1.33） 3.53（1.27） 1.81
富山県内での観光を楽しみたいから 2.07（1.27） 2.16（1.31） 3.13（1.46） 55.85 *** 県外>3市,3市以外
スケジュールの都合がよかったから 2.90（1.55） 2.59（1.48） 3.50（1.34） 23.63 *** 県外>3市,3市以外
制限時間がゆるやかだから 2.93（1.34） 2.95（1.56） 2.50（1.48） 7.80 *** 3市,3市以外>県外





F1 F2 F3 共通性
第1因子：大会規準（α=0.77）
f 参加人数 0.69 0.02 -0.07 0.43
d 大会のレベル 0.63 -0.03 0.13 0.47
c 申し込み方法 0.61 -0.08 0.03 0.34
e 参加費 0.60 0.05 -0.10 0.33
a 大会開催場所（富山・射水・高岡） 0.57 -0.04 0.04 0.33
b 大会開催日（時期） 0.54 -0.05 0.01 0.27
m 大会開催地までのアクセス 0.41 0.25 -0.07 0.31
第2因子：大会規準（α=0.77）
p 宿泊パッケージプランの案内 -0.10 0.85 -0.06 0.60
o 観光地・温泉地・食堂等の情報発信 0.04 0.68 0.23 0.51
q マラソングッズ販売（協賛団体ブースなど） -0.06 0.63 0.05 0.38
n 大会の情報発信（ホームページ，SNS等） 0.27 0.44 0.12 0.49
第3因子：大会規準（α=0.70）
j スタッフ・ボランティアの対応 0.02 -0.12 0.80 0.65
k 沿道の応援 -0.12 0.02 0.73 0.46
i エイド・給水所 0.16 0.00 0.47 0.34
因子負荷量の2乗和 3.72 3.01 2.72 9.45
因子寄与率 30.23 6.89 5.00 42.12



















































































































































































参加人数 4.22（0.92） 4.03（0.99） 4.20（0.87） 1.96
大会のレベル 4.47（0.77） 4.40（0.85） 4.48（0.77） 0.38
申し込み方法 4.19（1.03） 4.07（1.11） 4.48（0.85） 11.08 *** 県外>3市,3市以外
参加費 3.62（1.16） 3.50（1.15） 3.85（1.02） 5.83 ** 県外>3市,3市以外
大会開催場所（富山・射水・高岡） 4.48（0.85） 4.24（0.97） 4.54（0.76） 5.50 ** 3市,県外>3市以外
大会開催日（時期） 4.41（0.91） 4.22（0.90） 4.38（0.84） 1.82
大会開催地までのアクセス 3.71（1.229） 3.30（1.28） 3.81（1.05） 8.18 *** 3市,県外>3市以外
観光・情報
宿泊パッケージプランの案内 3.28（0.81） 3.23（0.76） 3.29（0.92） 0.19
観光地・温泉地・食堂等の情報発信 3.47（0.88） 3.32（0.88） 3.64（0.91） 6.23 ** 県外＞3市以外
マラソングッズ販売（協賛団体ブースなど） 3.40（1.01） 3.35（1.02） 3.23（0.95） 2.60
大会の情報発信（ホームページ，SNS等） 4.08（0.93） 4.08（0.90） 4.02（0.93） 0.39
ホスピタリティ
スタッフ・ボランティアの対応 4.64（0.76） 4.65（0.69） 4.77（0.57） 3.77 * 県外>3
市沿道の応援 4.77（0.64） 4.72（0.67） 4.78（0.56） 0.44
エイド・給水所 4.33（0.94） 4.39（0.79） 4.59（0.76） 8.35 *** 県外>3市
*=p<.05**=p<.01***=p<.001
図8 県内参加者の開催地への愛着心と総合満足度
及び再参加意欲の関係性
図9 県外参加者の開催地への愛着心と総合満足度
及び再参加意欲の関係性
Ⅴ まとめ
1．富山マラソンにみる大規模市民マラソンの
継続的な参加要因と課題
本研究調査から，「富山マラソン2015」は総合満
足度が高く，なかでも沿道の応援やスタッフの対応
など，ホスピタリティに関して高評価を得たことが
確認できた。実際に当該マラソンは1,780人の運営
スタッフに加え，4,183人のボランティアで大会を
運営し，沿道からは約15万人が声援を送った。こ
のような運営体制，参加者の声から，「参加者・応
援者が一体となって，みんなが元気に楽しめる大会
を目指す」という一つの大会コンセプトを実現でき
たといえよう。
次に，「県民こぞって，おもてなしの心で，富山
県の魅力を発信，日本海側を代表する大会を目指す」
という二つ目の大会コンセプトについて考察する。
ランナーやボランティア，スタッフとの一体感はあ
る程度確認されたが，富山県民全員が歓迎の意を表
したとは明言できない。交通規制による不満，ある
いはコース外地域に住む県民の無関心さが予測され
る。さらに，「富山県の魅力を発信」という点に関
しては，範囲がコース上の地域に限られていたこと
や，そもそもの情報発信における評価の低さが指摘
される。
継続的な市民マラソンを目指す上では，一つ目の
コンセプトに該当する，参加者の「満足度の高さ」
だけではなく，次回大会へと繋がる「再参加意欲」
を感じてもらう必要がある。
また，県外参加者においては開催地への愛着が再
参加意欲に影響を及ぼすことや，大会や観光に関す
る情報発信が再参加意欲を規定する要因の一つであ
るという知見は先行研究にも一部符合している。
上記より，地域愛着を生み出すような「県を挙げ
てのもてなし」，「富山県の魅力の発信」が継続的な
当該マラソン開催の鍵を握ると示唆される。つまり，
二つ目のコンセプトを実現することで，大会の価値
に多様性が生まれ，今後の大会内容（サービス）の
発展可能性を高めるものといえよう。その際，当該
マラソンのサービスに関して課題の残るツーリズム
の要素を中心に思案することが有用と考えられる。
先行研究においても，当該マラソンが属する「行政・
市民型」の市民マラソンでは，大会の長期的開催に
向けて，観光要素の特徴を打ち出すことの必要性が
唱えられている。観光に関するニーズの拡大や，当
該マラソンの新たなサービス展開を見込み，県民が
意欲的にツーリズムの発信または情報交換などの受
信を行う動きが必要である。
ツーリズムイベントとしてのサービスプロダクト
の考案を提案するとともに，それらの作業は富山県
におけるスポーツイベントを介した地域活性化にむ
け，官・民の協働意識の統一をもたらすことになる。
さらには，富山県の新たな観光資源の発掘とともに，
観光ニーズの高まり，観光客の増加を視野に入れる
と，地域内外における交流人口の増加が見込まれる。
当該マラソンの付加価値の向上は，県民全体の大
会への関心を喚起させよう。また，大会参加に「す
る」，「みる」，「支える」以外の多様性を持たせ，県
民総参加によるスポーツ推進へと還元されることが
期待される。
2．研究継続上の課題
本研究では，「富山マラソン2015」（初回）のみの
分析となり，考察には限界も多くあった。地域愛着
や，ツーリズムに関する項目を加味し，縦断的に調
査を行うことで，リピーターを含めたより多くの参
加者特性を得る必要がある。富山県内の市民マラソ
ンを含め，他大会との比較による信頼性や妥当性の
向上も視野に入れなければならない。
一方，調査対象が既存の参加者に留まったため，
新規参加者獲得に向けて当該マラソンに参加したこ
とのない者や，同行者への調査を行う必要がある。
ツーリズムを視野に入れたサービスプロダクトの
検討では，自治体観光部局やサービス産業などの意
識等の把握も挙げておきたい。
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ソン実行委員会事務局ならびに貴重な回答データを
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の意を表する次第である。なお，本研究調査は，大
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Ⅵ 注
注1）観光庁（2011）は，スポーツとツーリズムの
融合によって新しい旅行の魅力を創り出し，訪日
旅行・国内観光の活性化を目指し，観光振興やス
ポーツ振興はもちろん，健康増進や産業振興など
の幅広い効果が期待されると定義している。また，
大規模市民マラソンへの継続的な参加要因の検討
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スポーツを活用した観光まちづくりの推進を提唱
している。
注2）「富山マラソン2015」は北陸新幹線の開業を
記念し，「山・海・まち～美しい富山湾を走ろう
～」をキャッチコピーに2015年11月1日（日）に
開催された。初回開催を迎えた「富山マラソン
2015」は，県内最大規模のフルマラソン大会で
あり，開催目的として「県民総参加によるスポー
ツ振興」，「新たな富山の魅力創造」，「富山の魅力
を国内外に発信し，交流人口を拡大」の三つを挙
げている。また，大会のコンセプトは（1）参加
者・応援者が一体となって，みんなが元気に楽し
める大会を目指す，（2）県民こぞって，おもてな
しの心で，富山県の魅力を発信，日本海側を代表
する大会を目指す，の二つである。
富山市・射水市・高岡市の3市に跨るマラソン
コースは，高岡市役所前をスタートし，立山の風
景や富山県の自然を楽しみながらゴールである富
岩運河環水公園を目指す，日本陸連公認の42.195
㎞が設定された。普段は歩行禁止とされている射
水市の新湊大橋を走ることができる点が，大会に
おける大きな魅力としてランナーの関心を引いた。
エイドステーションでは白えび天むすや鱒寿司，
沿道の応援では御車山が用いられるなど，富山県
の地域色を生かした大会サービスが施された。
2016年は併設レースを変更した上で10月30日
（日）に開催された。県外参加者の割合は前年よ
り減少したものの，13,018人が大勢の応援に囲
まれる中，ランナーは富山県内を駆け抜けた。さ
らに，2016年12月13日（火）に開催した「富山
マラソン2016」第2回実行委員会において，2017
年10月29日（日）に「富山マラソン2017」を開
催することが決定している。
注3）「富山マラソン2015」では大会前日，前々日
である2015年10月29日（金），30日（土）の2日
間が大会受付日として設けられたが，「富山マラ
ソン2016」では前日受付のみに変更された。
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